
1

増改修工事が完了した日本武道館本館と中道場棟（右）

新生日本武道館を報道公開



新
生
日
本
武
道
館
が
誕
生

粛
然
と
増
改
修
工
事
竣
工
式
を
挙
行

竣工式

昭
和
仕
様
が
令
和
仕
様
に



3

　

２
０
２
０
年
の
、
２
度
目
と
な
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
開
催
に
向
け
て
、
２
０
１
８
年
に
始

ま
っ
た
日
本
武
道
館
の
増
改
修
工
事
が

こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
竣
工
式
が
7
月
29

日
、
日
本
武
道
館
・
建
築
関
係
者
合
わ
せ

て
約
100
名
が
参
加
し
て
日
本
武
道
館
大

道
場
で
実
施
さ
れ
た
。

　

日
本
武
道
館
は
昭
和
39
年
（
１
９
６

４
）、
我
が
国
の
武
道
を
国
民
、
特
に
青

少
年
に
普
及
・
奨
励
し
、
そ
の
精
神
を
高

揚
す
る
と
と
も
に
、
広
く
世
界
の
平
和
と

福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

創
建
さ
れ
、
同
年
10
月
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
柔
道
競
技
が
開
催
さ
れ
た
。
以

来
、
多
く
の
武
道
家
の
憧
れ
の
舞
台
と
し

て
、
ま
た
、
文
化
・
音
楽
の
聖
地
と
し
て

広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

本
増
改
修
工
事
は
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
会
場
と
し
て
備
え
る
べ
き
安
全

性
、
機
能
・
快
適
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。

（
178
ペ
ー
ジ
に
報
道
機
関
へ
の
公
開
の

様
子
を
詳
報
）
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　日本武道館は 1964 年の東京オリンピックを契
機に創建されました。今回の増改修工事は、創
建の遺伝子を受け継ぐ山田守建築事務所と竹中
工務店に設計・施工をお願いし、また、建物ラ
イトアップ工事には石井幹子デザイン事務所に
加わっていただきました。
　新生日本武道館は、「武道の殿堂」「文化・音
楽の聖地」として、国民の皆様に愛され、親し
まれる施設として、また、武道振興事業の拠点
として、今後も歩んでいきます。ご協力をいた
だきました関係各位に深く感謝を申し上げ、ご
挨拶といたします。

◉高村 正彦　
　公益財団法人日本武道館 会長

挨　拶

修
しゅうばつ

祓、降
こう

神
しん

、献
けん

饌
せん

、祝
のり

詞
とそ

奏
うじ

上
ょう

、四
し

方
ほう

祓
はら

い、玉
たま

串
ぐし

奉
ほう

奠
てん

、撤
てっ

饌
せん

、
昇
しょうしん

神と、古式に則
のっと

って神事が執り行われた
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　昭和 39 年に行われた前回の東京オリンピック時
に建てられた日本武道館を、来年行われる東京オリ
ンピック・パラリンピックの会場として再び使用さ
せていただくこととなっております。本館の全面改
修工事並びに中道場の増築により、日本武道の聖地
としての姿を新たにして来年のオリンピック・パラ
リンピック大会を迎えることとなりました。工事に
携わった多くの関係者の皆様、そして日本武道館の
皆様方に心より感謝申し上げます。

◉布村 幸彦
　東京オリンピック・パラリンピック組織委員会
　副事務総長

　創建時も山田守建築事務所様の設計の下、施工に
携わらせていただきましたが、今回の増改修工事に
より、日本の建築史に残るレガシーとなるよう施工
させていただきました。施工にあたりましては、
2018 年 4 月の着工以来 28 カ月、延べ労働時間約 71
万時間をかけて工事が無事完了し、責任の一端を果
たすことができたと考えております。これも関係者
の皆様の温かいご指導・ご鞭撻の賜物であり、厚く
御礼を申し上げます。

　今回の建物ライトアップは四つのコンセプトに基
づいています。それは、日本の武道精神を象徴する
ものとすること、東京を代表する光を演出するこ
と、日本の光文化を継承し建築の美しさを照らし出
すこと、日本から世界へ広がる光を目指すことで
す。また、古来から日本人が愛し、尊んできた月明
かりが降り注ぐ霊峰富士をイメージしています。今
回のライトアップは、多くの皆様方のお力添えによ
り実現できました。誠にありがとうございました。

　今回の日本武道館増改修工事は、安全性の向上、
快適性の向上、バリアフリー性の向上を図り、長き
にわたって皆様に愛される施設となるよう、「再生
と成長」というテーマを掲げて取り組んでまいりま
した。また、創建時の設計者・山田守のイメージの
継承、そして、緑豊かな北の丸公園の環境との調和
を図ることが我々の責務であると意識して設計いた
しました。沢山の皆様のお力を拝借して本日を迎え
られましたことに、改めて御礼申し上げます。

◉宮原 浩輔
　株式会社山田守事務所
　代表取締役社長

◉石井 幹子
　株式会社石井幹子デザイン事務所
　代表取締役社長

◉宮下 正裕
　株式会社竹中工務店　
　代表取締役会長

日本武道館増改修工事竣工式
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日本武道館増改修工事竣工式

御神酒拝戴 四方祓い

玉串奉奠 修　祓

1 階席から取材する報道陣
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竣
工
式
終
了
後
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道

館
理
事
長
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理
事
・

事
務
局
長
、
宮
原
浩
輔
㈱
山
田
守
建
築
事

務
所
代
表
取
締
役
社
長
、
石
井
幹
子
㈱
石

井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
取
締
役
社

長
、
宮
下
正
裕
㈱
竹
中
工
務
店
代
表
取
締

役
会
長
が
出
席
し
、
報
道
関
係
者
説
明
会

が
行
わ
れ
た
。
説
明
会
に
は
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
局
、
新
聞
、
出
版
社
等
計
37
社
、
70

名
が
訪
れ
、
日
本
武
道
館
増
改
修
工
事
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

 
施
主
挨
拶

﹁
日
本
武
道
館
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
お
け
る
柔
道
・
空
手
の
会
場
に
決
定
し

て
か
ら
２
年
半
を
費
や
し
、
大
道
場
の
増

改
修
工
事
と
中
道
場
棟
の
増
築
を
行
い
ま

し
た
。
武
道
の
殿
堂
、
文
化
・
音
楽
の
聖

地
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
国
民
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
﹂

﹁
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
開
催
決
定
後
、
日
本
武
道

館
は
開
催
に
向
け
全
面
協
力
す
る
方
針
を

固
め
、
増
改
修
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
し

た
。
工
事
の
目
的
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
柔
道
・
空
手

競
技
の
成
功
、
日
本
武
道
館
建
物
・
施
設

の
レ
ガ
シ
ー
化
を
図
る
こ
と
、
共
生
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
す
。

新
生
日
本
武
道
館
を
中
道
場
と
と
も
に
存

分
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂

 

質
疑
応
答

︱
︱
今
回
の
増
改
修
工
事
で
女
性
用
ト
イ

レ
の
数
は
ど
の
く
ら
い
増
え
た
の
か
。

﹁
女
性
用
ト
イ
レ
は
約
４
割
（
中
道
場
を

含
む
）
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
女
の

個
室
に
は
切
り
替
え
方
式
を
採
用
し
、
男

女
の
比
率
が
異
な
る
催
事
内
容
に
合
わ
せ

た
使
用
方
法
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
﹂

︱
︱
換
気
、
空
調
設
備
等
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
。

臼井 日出男
日本武道館理事長

𠮷川 英夫
日本武道館理事 • 事務局長

﹁
新
た
に
ロ
ビ
ー
に
冷
暖
房
装
置
を
設
置

し
、
快
適
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
リ
ー
ナ
内
は
天
井
（
擬ぎ

宝ぼ

珠し

の
台

座
部
分
）
か
ら
換
気
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
適
切
な
空
気
調
節
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
﹂

︱
︱
日
本
武
道
館
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は

初
め
て
の
こ
と
か
。

﹁
一
般
催
事
で
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
建
物
に

当
て
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
は
特
殊
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
、
擬
宝
珠
を
金
色
に
限
り
な
く

近
い
光
で
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世

界
で
初
め
て
実
現
い
た
し
ま
し
た
﹂

︱
︱
擬
宝
珠
は
創
建
当
時
と
同
じ
も
の

か
。

﹁
擬
宝
珠
自
体
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
工
事
で
は
、
擬
宝
珠
の
表
面
の
塗

装
を
行
い
ま
し
た
﹂

︱
︱
外
観
に
加
え
、
建
物
内
の
照
明
も
石

井
幹
子
事
務
所
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
か
。

﹁
大
屋
根
を
主
と
し
た
建
物
外
観
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
石
井
幹
子
事
務
所
が
手
が
け

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

か
か
る
電
気
代
は
１
時
間
約
100
円
と
な
っ

て
お
り
、
省
エ
ネ
を
心
が
け
た
設
計
と
な

っ
て
い
ま
す
﹂

報道関係者説明会

増改修工事竣工式報道関係者説明会
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日
本
武
道
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る

八
角
形
の
大
屋
根
は
、
半
世
紀
の
歳
月
を

経
て
、
銅
板
は
落
ち
着
い
た
色
彩
の
緑
青

色
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
今
回
、
伝
統
的

な
富
士
山
の
稜り
ょ
う
せ
ん線・

瓦か
わ
ら
ぼ
う棒・

緑
青
色
を
踏

襲
し
つ
つ
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た
改
修

を
実
施
し
、
８
面
全
て
を
銅
板
か
ら
ス
テ

ン
レ
ス
へ
葺ふ

き
替
え
、
屋
根
荷
重
の
軽
減

及
び
屋
根
の
耐
久
性
、
防
水
性
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
の
耐
震
工
事

実
施
後
、
十
数
年
を
経
過
し
て
い
る
た

め
、
今
回
、
改
め
て
現
況
調
査
を
行
い
、

耐
震
壁
の
追
加
補
強
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
道
場
の
天
井
部
材
に
つ
い
て
も
追
加
補

強
し
、
安
全
確
保
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
将
来
に
向
け
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の

向
上
及
び
高
輝
度
・
演
色
性
と
フ
リ
ッ
カ

レ
ス
（
点
滅
に
よ
る
ち
ら
つ
き
防
止
）
の

た
め
、
全
館
の
照
明
並
び
に
競
技
用
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

工事概要―本館改修

大屋根の葺き替え作業（© 山田新治郎）

葺き替え作業が完了した大屋根葺き替え後の大屋根

大道場天井

大
屋
根
の
葺
き
替
え

大
道
場
の
追
加
補
強
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
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本館改修

　

本
館
１
階
東
・
西
・
南
・
北
四
つ
の
玄

関
入
口
及
び
北
西
・
南
西
の
大
階
段
前
の

石
畳
を
フ
ラ
ッ
ト
化
し
ま
し
た
。
中
道
場

西
入
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、
車
椅
子

利
用
者
が
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
事
務
棟
玄
関
・

中
道
場
棟
玄
関
ま
で
の
視
覚
障
が
い
者
用

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
階
段
手て

摺す
り

部
分
に
も
点

字
サ
イ
ン
を
設
け
、
来
館
者
が
利
用
し
や

す
い
構
造
と
し
ま
し
た
。

　

場
内
１
階
南
東
・
南
西
・
南
の
３
辺
に

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
（
約
30
席
。
同
伴
者
席

付
）
を
常
設
し
ま
し
た
。
前
列
の
観
客

が
立
ち
上
が
っ
て
も
視
線
が
遮
ら
れ
な

い
よ
う
な
仕
様
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
機
能

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

北側事務棟前の展示ブロック

１階車椅子スペース フラット化した南西大階段前

多機能トイレ特別室

北口玄関のエアカーテン

　

各
階
ロ
ビ
ー
、
控
室
、
事
務
室
等
に
空

調
機
及
び
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
全
体
の
監
視
と
管
理
が
可
能
な

全
体
集
中
制
御
で
運
転
を
行
い
、
館
内
の

快
適
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

催
事
の
際
、
ト
イ
レ
の
混
雑
解
消
を
図

る
た
め
、
ト
イ
レ
を
増
設
し
ま
し
た
。
一

部
の
ト
イ
レ
は
、
男
女
の
個
室
数
を
切
替

式
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
機
能
ト
イ
レ

（
車
椅
子
利
用
者
対
応
）
を
増
設
、
簡
易

多
機
能
ト
イ
レ
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

控
室
・
会
議
室
も
改
修
改
善
を
図
り
、

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し

た
。

　

防
災
面
も
設
備
の
更
新
及
び
避
難
導
線

の
防
火
区
画
化
に
よ
り
、
来
館
者
の
安
全

を
確
保
し
ま
し
た
。

空
調
設
備
・
ト
イ
レ
を
含
め
た

館
内
諸
設
備
の
大
幅
な
改
修

入
場
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

１
階
に
車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
を
常
設
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増
築
し
た
中
道
場
棟
は
、
１
９
６
４
年

に
完
成
し
た
本
館
の
設
計
様
式
を
踏
襲
し

ま
し
た
。
本
館
の
南
側
に
位
置
し
、
周
囲

の
景
観
と
の
調
和
や
機
能
性
・
安
全
性
な

ど
を
考
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
２
階
に
あ
る
中
道
場
は
、
地
下
１

階
ま
で
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
お
り
、
400
畳

の
広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
床
は
檜ひ
の
きの
集

成
材
、
側
面
は
厳
選
し
た
杉
の
無む

垢く

板
を

使
用
し
、
赤
味
と
白
味
を
強
調
し
た
デ
ザ

イ
ン
で
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
場
と
し

て
使
用
す
る
選
手
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ

る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
階
に
は
食

堂
、
売
店
が
あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を

図
り
ま
し
た
。

工事概要―中道場棟の増築

400 畳敷きの中道場

ゆったりとした造りの多機能トイレ 催事の男女比によりトイレ個室数の切り替えが可能に

明るく開放的な食堂スペース搬出入用エレベーター

正面玄関（看板揮毫：新井光風氏）

選
手
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
場

と
し
て
活
用

10
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増
改
修
工
事
の
経
緯

　

日
本
武
道
館
増
改
修
工
事
竣
工
式
に
当
た
り
、
増
改
修
工
事
の
経
緯
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
本
武
道
館
は
、
今
か
ら
56
年
前
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を

契
機
に
、
旧
江
戸
城
・
北
の
丸
公
園
内
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
が
経
ち
、
２
回
目
と
な
る
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
決
ま
り
、
日
本
武
道
館
は
柔
道
、
空
手
道
競
技

の
会
場
に
内
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
大
会
に
お
い
て
は
、
柔
道
競
技
の
会
場
と
し
て
国
内
外
の
注
目
を
集
め
、

熱
戦
の
晴
れ
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
１
回
目
柔
道
競
技
は
男
子
の
み
４
階
級
の
実
施
で

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
柔
道
競
技
は
男
女
７
階
級
に
男
女
混
合
団
体
戦
、
加
え
て
空

手
道
組
手
・
形
競
技
に
柔
道
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
、
規
模
内
容
が
一
気
に
拡
大
い

た
し
ま
し
た
。

　

日
本
武
道
館
の
建
物
施
設
は
56
年
前
の
仕
様
で
、
今
回
大
会
の
成
功
に
は
増
改
修
工

事
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
、
と
の
課
題
を
役
員
会
で
審
議
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
高
村
正
彦
会
長
、
臼
井
日
出
男
理
事
長
に
筆
者
が
加
わ
り
、
⑴
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
、
空
手
競
技
の
成
功
、
⑵
日
本
武
道
館
建
物
、
施

設
の
レ
ガ
シ
ー
化
、
⑶
共
生
社
会
に
相
応
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
の
３
つ
の
目
標
を

同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
方
針
に
決
め
、
準
備
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
、
東
京
五
輪
組

織
委
員
会
等
と
の
連
絡
協
議
を
着
実
に
進
め
、
役
員
諸
先
生
方
の
協
力
も
得
て
、
工
事

費
補
助
金
や
営
業
補
償
費
に
目
途
を
つ
け
、
全
体
計
画
が
固
ま
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
総
務
課
、
施
設
課
が
中
心
と
な
り
、
財
団
50
年
の
歴
史
と
実
績
に
立
っ
て
、

工
事
内
容
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
百
点
に
及
ぶ
課
題
が
確
認

さ
れ
、
東
京
都
や
千
代
田
区
、
環
境
省
と
の
事
務
交
渉
を
進
め
ま
し
た
。
財
団
事
務
局

は
全
体
で
約
50
名
の
少
数
精
鋭
組
織
で
あ
り
、
年
間
稼
動
数
約
340
日
の
他
に
、
国
内
外

で
幅
広
く
武
道
普
及
振
興
事
業
、
書
写
書
道
普
及
振
興
事
業
を
遂
行
し
な
が
ら
の
諸
準

備
に
は
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
設
計
は
山
田
守
建
築
事
務
所
、
施
工
は
（
株
）
竹
中
工
務
店
と
前
回
建
築

当
時
の
両
社
と
決
ま
り
、
東
京
都
、
五
輪
組
織
委
員
会
、
財
団
の
五
者
で
定
期
的
に
会

議
を
実
施
し
、
柔
道
連
盟
、
空
手
道
連
盟
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
の
八
者
で
必
要
に
応
じ

た
会
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
五
者
会
議
は
41
回
、
八
者
会
議
は
11
回
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

中
道
場
の
増
築
に
当
た
っ
て
は
、
建
設
予
定
地
か
ら
江
戸
後
期
と
明
治
期
の
埋
蔵
文

化
財
が
出
土
し
、
法
令
に
基
づ
く
処
理
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
増
改
修
工
事
は
、
本
館
大
屋
根
、
大
天
井
の
全
面
張
り
替
え
、
建
物
施
設
の

補
強
工
事
、
照
明
の
全
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
男
女
ト
イ
レ
の
増
設
等
、
建
物
、
施
設
の
全
体
に

及
ん
で
お
り
、
利
用
者
の
﹁
安
心
・
安
全
・
快
適
﹂
を
高
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
建
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
工
事
を
石
井
幹
子
事
務
所
の
設
計
に
よ
り
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
東
京
の
夜
空
に
輝
く
日
本
武
道
館
の
勇
姿
は
、
都
民
、
国
民
に
親
し
ん
で
も

ら
え
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
武
道
館
は
時
代
に
相
応
し
い
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
こ
こ
に

甦
り
ま
し
た
。
昭
和
仕
様
が
令
和
仕
様
に
様
変
わ
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
高
村
正
彦
会
長
、
臼
井
日
出
男
理
事
長
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

賜
物
で
あ
り
、
事
務
局
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
来
た
成
果
で
あ
る
と
喜
ん
で
い

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
増
改
修
工
事
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
ス
ポ
ー
ツ

庁
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
、
東
京
五
輪
組
織
委
員
会
、（
株
）
山
田

守
建
築
事
務
所
、（
株
）
竹
中
工
務
店
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
多
く
の
皆
様
方
に
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
経
緯
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

三
藤　

芳
生

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館

理
事
・
事
務
局
顧
問

（
前
常
勤
常
任
理
事
・
事
務
局
長
）
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日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（�

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁�

）

　
月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　
／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
��
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
��
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　
／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）　／

　
有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
八
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
��
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
��
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　
小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

〈広告〉
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子どもの心をはぐくむ
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田谷 将俊 著
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今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
෱ౡେֶڭत

ʢ࢛�࿡൑ɾ্੡ɾ���ท�ʣ

ʢ�̗̑൑ɾ্੡ɾശೖɾ���ท�ʣ

〈広告〉
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ニュース　新生日本武道館を報道公開

　

本
館
増
改
修
工
事
は
、
安
全
性
、
機

能
・
快
適
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
約
１
年
全
館
休
館
し
て

実
施
さ
れ
た
。
徹
底
し
た
現
況
調
査
の

下
、
大
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
、
耐
震
壁
の
追

加
補
強
、
防
災
設
備
の
更
新
、
避
難
導
線

の
防
火
区
画
化
、
館
内
ロ
ビ
ー
の
冷
暖
房

設
置
、
す
べ
て
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト

イ
レ
の
拡
充
、
車
椅
子
席
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
玄
関
出
入
口
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
内
装

の
更
新
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
施
設
設
備

機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

　

中
道
場
棟
は
、
本
館
に
隣
接
し
て
増
築

さ
れ
た
。
試
合
前
の
練
習
場
と
な
る
400
畳

の
中
道
場
を
地
下
２
階
に
設
け
、
地
下
通

路
で
直
接
本
館
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
大
道

場
へ
の
円
滑
な
移
動
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
機
能
も
加

え
ら
れ
、夜
間
の
景
観
向
上
が
図
ら
れ
た
。

◇

※
本
増
改
修
工
事
事
業
は
、（
独
）
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
、（
公
財
）
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

委
員
会
よ
り
助
成
を
受
け
、実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

増
改
修
工
事
が
完
了
し
た
新
生
日
本
武
道
館
（
設
計
・
山
田
守
建
築
事
務
所
、
施
工
・

竹
中
工
務
店
）
の
報
道
機
関
へ
の
初
公
開
が
７
月
29
日
、
竣
工
式
に
引
き
続
い
て
行
わ

れ
た
。
報
道
各
社
は
説
明
会
に
参
加
後
、施
設
の
各
所
に
足
を
運
び
取
材
を
し
て
い
た
。

本館と中道場を結ぶ連絡通路１階南西ロビー

マスコミ 37 社が来館取材
新生日本武道館を報道陣に初公開
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１階南口玄関

２・３階観覧席

１階西ロビー

１階車椅子席スペース説明にカメラを向ける報道陣

LED 照明が施された大道場
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ニュース　新生日本武道館を報道公開

　■施設概要　
▷所在地
　　東京都千代田区北の丸公園２番 3 号
▷建築概要
　　敷地面積：16,351.61㎡
　　建築面積：本館　8,422.62㎡
　　　　　　　中道場棟　1,473.11㎡
　　延床面積：本館　19,042.99㎡
　　　　　　　中道場棟　3,048.06㎡
　　構造 • 規模：本館　RC 造 + S 造、地下２階地上３階
　　　　　　　中道場棟　SRC 造 +S 造、地下２階地上１階
▷施設概要
　　本館座席：１階席　3,199 席
　　　　　　　２階席　3,574 席
　　　　　　　３階席　4,272 席
　　　　　　　アリーナ仮設席　2,946 席
　　　　　　　立見席　480 席　　　　　　合計　14,471 席
　　中道場棟施設：１階　ホール、食堂、控室、トイレ
　　　　　　　　　地下１階　事務室
　　　　　　　　　地下２階　中道場、トイレ・更衣室

中道場

中道場棟のホールスペースライトアップされた本館（照明デザイン：石井幹子デザイン事務所）
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